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 海外生産の拡大により、海外需要を取り込み。企業の海外展開は今後も進展する見通し。
 中期的にも海外展開は進展する見通しなるも、一部国内生産縮小、サプライチェーンシフトの動きもあり要留意。
 他方、国内生産基盤の重要性が認識されており、維持・補修投資は堅持。

図表４．国内生産維持理由（製造業）37.4 16.2 6.2 10.9 17.8 11.52006 図表３．設備投資動機推移（製造業）

 人材・サプライチェーン、研究開発及びマ
ザー工場的機能などの生産基盤の確保

 産業集積の維持
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図表1．海外／国内設備投資比率の推移
(製造業)

国 事業展開国 事業展開

42.8

40.4

31.6

30.0

12.3

11.5

15.7

16.1

6.2

8.0

7.8

7.3

10.0

11.0

12.1

11.4

16.6

16.5

21.2

20.3 

12.1

12.6

11.6

15.0

2007

2008

2009

2010

（年度）

40

60

80

国内需要対応

国内人材の存在

国内ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの存在

（最大３つまでの複数回答）（有効回答社数比、%）

競争力の「戦略的強化

 産業集積の維持

 資本ストック更新や一定の規模を持つ国内
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図表６．自社課題への対応
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図表５．競争力強化に向けた注力業務
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 国内の技術力あるサプライヤーが必要。＜自動車＞
 コスト面の比較では、川上の素材の海外シフトを伴う「根こそぎ空洞化」の恐れあり。＜自動車＞
 耐用年数を超えた設備の補修が重要。＜化学＞
 アナログ的な技術の伝承などｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ能力低下に懸念。＜化学＞

競争力強化に競争力強化に
関する研究会関する研究会 投資規模の関係で海外進出は難しい面あるが、ここまで内需が減ると国内維持は困難。＜鉄鋼＞

 競争力の根幹たる部材生産、研究開発、サプライチェーンは国内に残す。＜建機＞
 一定の国内需要確保のため、内需喚起策が必要。＜建機＞
 下流ビジネス（販売・維持管理）に注力。川下のニーズを川上に取り込み。＜機械＞
 川中を整理し、コンポーネントからソリューションにシフト。＜電気機械＞

関する研究会関する研究会


